キャンパスライフサポートに求められるもの（第３報） : 想定事例の視座にもとづく臨床心理学的支援の可能性 by 薄木 佳苗 et al.


























































Roles Required for a Better “Campus Life Support”
― Prospective Support From
A Clinical Psychotherapist`s View Based on  Three Fictional Cases  ―










1）Campus Life Support Room of Niigata Seiryo University　　　　　　　　　　　
2）Graduate school of Niigata Seiryo University,Department of Clinical Psychology
3）Health center of Niigata Seiryo University　　　　　　　　　　　　　　　　　


































? ???????? ????????????? ????? ??
? ??? ????????????????? ???????? ???
? ???? ????????????????????????? ???????? ??
? ???? ?????????????????????? ???????? ??
? ???? ?????????????????? ?????????? ??
? ???????? ??????????????????? ???????? ?????????? ???
? ??? ???????????????????????? ?????????? ???
? ??? ?????????????????????? ???????? ??
? ??? ????????????????? ???????? ??
? ??? ????????????? ????? ??
? ??? ???????????????????? ?????????? ??
? ????? ????????????????? ???????? ???
???? ??? ???
? ????? ????? ????? ???
? ????? ???? ????? ????
? ????? ????? ????? ????
? ???????????????? ???? ???? ???
? ????????????? ???? ???? ???
? ??????????????????? ???? ???? ???
? ????????????? ??? ??? ??
? ?????????????????? ??? ???? ??
? ??????? ??? ???? ??
? ??????? ???? ???? ???

















































































































































































































































































































































53Roles Required for a Better “Campus Life Support”
が出来た。また、父親と話しやすくなったと語って
いることから、悩みながら自分自身や親への説得の
言葉を探し、相手へ伝えられたことによって人とつ
ながる感覚も体験することができたと考えられる。
　事例Bでは面接を始めた最初の頃は自分の中に不安
を抱えきれずに泣き、周囲への不満を外へ出してい
たが、定期的に来室し始めると自分の言動を振り返
るようになり、次第に客観的に自分についても考え
始めるようになる。
　また、日本学生相談学会では、現代の育ちの過程
では自分について考える機会が非常に乏しいとされ
ており、心理テストの希望者が大幅に増加したこと
は「自分は何者か」という課題に向き合うことに関
心をもつ学生が多いということが予想される。そし
て、心理テストを用いたディスカッションはそう
いった課題へ向き合う一つのきっかけになっている
と考えられるのではないだろうか。
３．居場所作り
　キャンパスライフサポート室ではグループワーク
など集団での教育心理の側面も重要視しているが、
個別相談のニーズが高い。個別相談の学生は事例A、
B、Cのように自分と周囲に違和感があり、グループ
行動をすることが多い学生生活になじめていない状
態でキャンパスライフサポート室へ来室する。そう
いった集団からはみ出してしまった学生の居場所と
しての存在も大切な役割と言える。日本学生相談学
会によると、何らかの理由でグループに入れなくな
り、１人で昼食を食べる姿を周囲に見せたくないと
訴える学生、昼休みを１人でどう過ごせばいいかと
考え込んでしまう学生がおり、そのような学生が目
立たずに１人で過ごす場所としての学生相談の役割
も大切であることを述べている。その際に注意する
点として、場所があるから学生が来るのではなく、
その場所にいる人や雰囲気に惹かれて集まってくる
と強調している。
Ⅴ．おわりに
　本稿では架空事例を用いてキャンパスライフサ
ポート室での取り組み、また連携についての若干の
考察を加えて報告した。連携の重要さ、そしてキャ
ンパスライフサポート室の役割について報告をし
た。第１報、第１報の「何でも相談窓口」「キャリ
ア発達支援の充実」「グループワークによる支援」
に加え、本稿では「連携」の重要性を唱えた。具体
的な連携を挙げてみると、キャリアサポートステー
ションでの現実的な外的な支援とそこへ至るまでの
プロセスの準備段階であるキャンパスライフサポー
ト室での内的な支援のどちらも必要なことが考察さ
れた。また、教員には話しにくい内容である場合
は、教員ではないキャンパスライフサポート室での
相談を経て、実際の履修や授業に関わるアドバイ
ザーや教員による学生相談へと繋げていくことが大
切である。
　さらに、キャンパスライフサポート室の独自の機
能としては、孤立する学生へ安心出来る居場所の提
供、アイデンティティー形成における迷いながら進
んで行く自分を受け入れ抱えてくれる場所などが考
えられた。また、その中で基本的な事ではあるが改
めて枠の設定やアセスメントの重要性について想定
事例を通して報告と若干の考察を行った。
　今後はどのような居場所であれば利用者が安心で
いられるのか、キャリア発達支援の充実について具
体的に模索し続ける予定である。
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